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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 29日 (2006.5.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 周 に 形 成 さ れ る 、 複 数 の 肩 部 を 具 備 す る 外 周 を 有 す る 第 一 の 素 材 か ら 形 成 さ れ る 環 状
本 体 と 、 上 記 肩 部 の そ れ ぞ れ 一 つ に 各 々 貼 り 付 け ら れ た 第 一 の 複 数 の 挿 入 物 と 、 を 具 備 す
る 円 形 鋸 刃 に お い て 、
　 上 記 挿 入 物 は 、 第 二 の 素 材 か ら 形 成 さ れ 、 且 つ 上 記 挿 入 物 は 、 お 互 い に 実 質 的 に 反 対 方
向 を 向 く 第 一 の サ イ ド 及 び 第 二 の サ イ ド と 、 先 導 表 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ る カ ッ テ イ ン グ エ
ッ ジ と 、 を 具 備 し て お り 、
　 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 、 上 記 第 一 の サ イ ド か ら 上 記 第 二 の サ イ ド へ 伸 張 し て お り 、
　 各 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 第 一 の エ ッ ジ 表 面 を 具 備 し て お り 、 該 第 一 の エ ッ ジ 表 面 は
、 上 記 環 状 本 体 の 回 転 軸 に 対 し 実 質 的 に 平 行 で あ り 、 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ の 第 一 の 端
部 へ 伸 張 し 、 上 記 第 一 の サ イ ド で 終 結 し て お り 、 更 に
　 各 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 第 二 の 角 度 を 付 け ら れ た エ ッ ジ 表 面 を 具 備 し て お り 、
　 該 第 二 の 角 度 を 付 け ら れ た エ ッ ジ 表 面 は 、 上 記 環 状 本 体 の 回 転 軸 に 対 す る 平 行 線 か ら オ
フ セ ッ ト し て １ ０ 度 か ら ３ ０ 度 の 間 の 角 度 が つ け ら れ て 、 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ の 第 二
の 端 部 へ 伸 張 し 、 上 記 第 二 の サ イ ド で 終 結 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 円 形 鋸 刃 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 挿 入 物 の 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 、 上 記 第 一 の エ ッ ジ 表 面 と

上 記 環 状 本 体 の 一 つ の サ イ ド に 対 し て よ り 接 近 し て い る 上 記 第 二 の 角 度 を
付 け ら れ た エ ッ ジ 表 面 と の 間 部 を お り 、
　 挿 入 物 の そ の 部 が 環 状 本 体 の 交 互 の サ イ ド に 対 し て
、 よ り 接 近 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 鋸 刃 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 挿 入 物 は カ ー バ イ ド か ら さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 鋸 刃 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 カ ー バ イ ド の 挿 入 物 は 、 お お よ そ 、 炭 化 チ タ ン （ Ｔ iＣ ） 8.6％ 、 タ ン タ ル -ニ オ ブ -
カ ー バ イ ド （ Ｔ aＮ ｂ Ｃ ） 12％ 、 及 び コ バ ル ト （ Ｃ o） 9.5％ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ に 記 載 の 鋸 刃 。
【 請 求 項 ５ 】

複 数 の 各 々 、 第 ２ の
サ イ ド に 比 べ て

に 連 結 具 備 し て
上 記 複 数 の 隣 接 す る も の の 連 結 上 記

形 成



　 上 記 挿 入 物 の 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 、 の 間 の 背 後 角 度 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 鋸 刃 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 背 後 角 度 は お お よ そ １ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 鋸 刃 。
【 請 求 項 ７ 】
　 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ を 有 す る 先 導 表 面 を 形 成 す る 本 体 部 分 と 、 第 一 及 び 第 二 の サ イ ド と
、 基 底 部 エ ッ ジ と 、 を 具 備 す る 鋸 刃 用 挿 入 物 に お い て 、
　 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 、
　 上 記 本 体 部 分 の 上 記 第 一 の サ イ ド か ら 垂 直 に 伸 張 し て い て 且 つ 上 記 本 体 部 分 の 上 記 第 一
の サ イ ド に お い て 終 結 す る 、 第 一 の エ ッ ジ 表 面 と 、
　 上 記 第 一 の エ ッ ジ 表 面 と 交 差 す る 第 二 の 角 度 を 付 け ら れ た エ ッ ジ 表 面 と 、 に よ り 形 成 さ
れ て お り 、
　 上 記 第 二 の 角 度 を 付 け ら れ た エ ッ ジ 表 面 は 、 上 記 本 体 部 分 の 上 記 第 二 の サ イ ド か ら 、 上
記 第 二 の サ イ ド 対 し て １ ０ ０ 度 か ら １ ２ ０ 度 の 間 の 角 度 で 伸 張 し て お り 、
　 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ の 上 記 第 一 の エ ッ ジ 表 面 は 、 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ の 大 き な
割 合 の 部 分 に 沿 っ て 伸 張 す る こ と を 特 徴 と す る 鋸 刃 用 挿 入 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 本 体 部 分 は カ ー バ イ ド か ら 作 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 挿 入
物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 本 体 部 分 は 、 お お よ そ 、 炭 化 チ タ ン （ Ｔ iＣ ） 8.6％ 、 タ ン タ ル -ニ オ ブ -カ ー バ イ ド
（ Ｔ aＮ ｂ Ｃ ） 12％ 、 及 び コ バ ル ト （ Ｃ o） 9.5％ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載
の 挿 入 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 、 の 間 の 背 後 角 度 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ に 記 載 の 挿 入 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 背 後 角 度 は お お よ そ １ ０ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 挿 入 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 第 二 の 角 度 を 付 け ら れ た エ ッ ジ 表 面 は 、 上 記 第 二 の サ イ ド か ら お お よ そ １ １ ０

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 挿 入 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 該 円 形 鋸 刃 は 、 上 記 肩 部 の そ れ ぞ れ １ つ に 各 々 貼 り 付 け ら れ た 第 二 の 複 数 の 挿 入 物 を 更
に 具 備 し て お り 、
　 上 記 第 二 の 複 数 の 挿 入 物 は 各 々 、 お 互 い に 対 し て 実 質 的 に 反 対 方 向 を 向 く 第 一 の サ イ ド
及 び 第 二 の サ イ ド と 、 先 導 表 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ る カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ と 、 を 具 備 し て お
り 、
　 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 、 上 記 第 一 の サ イ ド か ら 上 記 第 二 の サ イ ド へ 伸 張 し て お り 、
　 各 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 第 一 の エ ッ ジ 表 面 を 具 備 し て お り 、 該 第 一 の エ ッ ジ 表 面 は
、 上 記 環 状 本 体 の 回 転 軸 に 対 し 実 質 的 に 平 行 で あ り 、 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ の 第 二 の 端
部 へ 伸 張 し 、 上 記 第 一 の サ イ ド で 終 結 し て お り 、 更 に
　 各 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 第 二 の 角 度 を 付 け ら れ た エ ッ ジ 表 面 を 具 備 し て お り 、 該 第
二 の 角 度 を 付 け ら れ た エ ッ ジ 表 面 は 、 上 記 環 状 本 体 の 回 転 軸 に 対 す る 平 行 線 か ら オ フ セ ッ
ト し て １ ０ 度 か ら ３ ０ 度 の 間 の 角 度 が つ け ら れ て 、 上 記 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ の 第 二 の 端 部
へ 伸 張 し 、 上 記 第 一 の サ イ ド で 終 結 し て お り 、
　 上 記 環 状 本 体 は 、 第 一 の サ イ ド 及 び 第 二 の サ イ ド を 有 し て お り 、 上 記 第 一 と 第 二 の 複 数
の 挿 入 物 各 々 の 上 記 第 一 の サ イ ド は 、 上 記 環 状 本 体 の 上 記 第 一 の サ イ ド に 実 質 的 に 設 置 さ
れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 円 形 鋸 刃 。
【 請 求 項 １ ４ 】

(2) JP 2005-529762 A5 2006.7.20

５ 度 か ら １ ５ 度

度

５ 度 か ら １ ５ 度

度

度 で
伸 長 す る



　 上 記 第 一 と 第 二 の 複 数 の 挿 入 物 は 、 前 記 環 状 本 体 の 一 つ お き に 設 け ら れ た 肩 部 に 設 置 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 円 形 鋸 刃 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 上 記 第 一 の エ ッ ジ 表 面 は 、 上 記 第 二 の エ ッ ジ 表 面 に 比 べ て よ り 大 き な 軸 方 向 の 広 が り を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 円 形 鋸 刃 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 上 記 第 一 の サ イ ド の 全 体 は 、 単 一 平 面 に 実 質 的 に 配 設 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
に 記 載 の 挿 入 物 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 詳 細 な 説 明 及 び 付 随 す る 図 面 か ら よ り 完 全 に 理 解 さ れ る こ と で し ょ う 。
　 図 １ ～ ３ Ｂ を 参 照 し て 、 円 形 の 鋸 刃 １ ０ が 開 示 さ れ て い る 。 円 形 の 鋸 刃 １ ０ は 、 ２ つ の
サ イ ド １ ３ A及 び １ ３ Ｂ を 有 す る 本 体 １ ２ を 含 ん で い る （ 図 1に お い て は 片 側 の み が 示 さ れ
る ） 。 鋸 刃 １ ０ は 、 回 転 軸 14に 関 し て 矢 印 Aの 方 向 に 回 転 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 鋸
の 目 １ ６ は 本 体 １ ２ の 周 囲 の 周 り に 形 成 さ れ て い る 。 図 2に お い て 最 も よ く 示 さ れ る よ う
に 、 目 １ ６ は 溝 ２ ０ に よ っ て 各 々 分 け ら れ て い る 肩 部 １ ８ を 各 々 含 ん で い る 。 挿 入 物 ２ ２
， は 、 そ れ ぞ れ の 肩 部 １ ８ に 貼 ら れ て い る 。 溝 ２ ０ は 、 先 行 す る 目 １ ６ の 腰 部 ２ ６
が 溝 ２ ０ の 円 弧 ２ ４ を 越 え て 伸 び て い る と こ ろ の 円 弧 ２ ４ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 開 放 空
間 で あ る 。 円 弧 ２ ４ は 挿 入 物 ２ ２ の 先 導 表 面 ２ ８ で 終 了 す る 。 挿 入 物 ２ ２ ， ２ ２ ’ の 先 導
表 面 ２ ８ は 一 般 的 に 円 形 鋸 刃 １ ０ の 半 径 に 平 行 で あ る 。 半 径 ３ ０ は 円 形 鋸 刃 １ ０ の 中 心 で
回 転 軸 １ ４ か ら 伸 び て い る 。 挿 入 物 ２ ２ ， の 末 端 部 の 半 径 方 向 エ ッ ジ は 図 ３ Aで よ
く 示 さ れ て い る よ う に 、 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ ３ ２ ， ３ ２ ’ を 含 ん で お り 、 そ れ は 挿 入 物 ２
２ の カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ の 上 限 端 部 を し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ３ A及 び ３ Ｂ を 参 照 す る と 、 た だ 一 つ の 挿 入 物 ２ ２ の 詳 細 が 示 さ れ て い る 。 挿 入 物 ２
０ の 先 導 表 面 ２ ８ の 上 限 カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ が カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ ３ ２ を 含 ん で い る 。 挿
入 物 ２ ０ は さ ら に ２ つ の サ イ ド ３ ４ ， ３ ６ と ２ つ の サ イ ド ３ ４ ,３ ６ の 間 に 拡 が っ て い る
ベ ー ス ３ ８ を 含 ん で い る 。

カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ ３ ２ は 、 挿 入 物 ２ ２ の そ れ ぞ れ の サ イ ド ３ ４ ， ３ ６ で
、 ２ つ の エ ッ ジ 表 面 ４ ０ ， ４ ２ に よ っ て さ れ て い る 。 一 番 目 の エ ッ ジ 表 面 ４ ０

刃 １ ０ の 回 転 軸 １ ４ に 対 し 直 角 で あ る 。 二 番 目 の 角 度 を 付 け ら れ た エ ッ ジ
表 面 ４ ２ は 、 角 度 を 付 け ら れ た 表 面 ４ ２ を 形 成 し て い る 目 の 幅 の お お よ そ 三 分 の 一 を 横 切
っ て お お よ そ １ ０ ～ ３ ０ ° の 角 度 “ Ｘ ” 、 好 ま し く は お お よ そ ２ ０ ° で て い る 。 一
番 目 及 び 二 番 目 の エ ッ ジ 表 面 ４ ０ ,４ ２ は 、 図 ３ Aで 最 も よ く に 示 さ れ て い る よ う に 、 ラ イ
ン ４ ３ に 沿 っ て し て い る 。 挿 入 物 ２ ２ ’ は 、 挿 入 物 ２ ２ の 先 導 表 面 ２ ８ と 左 右 対 称 の
イ メ ー ジ で あ る 先 導 表 面 ２ ８ を 有 し て お り 、 且 つ 、 鋸 刃 １ ０ の 外 周 を 囲 ん で い る 一 つ 置 き
の 目 に 配 置 さ れ て い る 。 他 の 言 い 方 を す る と 、 挿 入 物 ２ ２ ， ２ ２ ’ の カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ
３ ２ 、 ３ ２ ’ の 角 度 を 付 け ら れ た 二 番 目 の エ ッ ジ 表 面 ４ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 円 形 鋸 刃 １ ０ の
外 周 に 沿 う 刃 の 交 互 の サ イ ド １ ３ a、 １ ３ ｂ に 配 置 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
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２ ２ ’

２ ２ ’

形 成

先 導 表 面 ２ ８ の カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ は 、 約 1.75mmの 幅 を 有 し て
お り 、 サ イ ド ３ ４ ， ３ ６ が 各 々 ベ ー ス 端 部 ３ ８ で お お よ そ 0.09mm内 側 に テ ー パ ー （ 先 細 り
） し て い る 。 終
結 す る 形 成
は 、 て 実 質 的 に

削 ら れ

連 結



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 円 形 鋸 刃 １ ０ が 回 転 軸 に 関 し て 回 転 す る の で 、 各 々 の 交 互 の カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ ３ ２ 、
３ ２ ’ は 、 切 さ れ る 路 の 異 な る サ イ ド か ら 素 材 を 取 る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 挿 入 物 ２ ２ ， ２ ２ ’ の カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ ３ ２ 、 ３ ２ ’ は 、 望 ま し く は 、 図 ２

に 描 か れ て い る よ う に 、 ５ ° ～ １ ５ ° の 、 望 ま し く は １ ０ ° の 背 後 角 度
“ ｙ ” を 有 し て い る 。 挿 入 物 ２ ２ ， ２ ２ ’ の 背 後 角 度 は 、 目 16の カ

ー ブ し た 上 部 の （ ま た は 、 外 周 の ） 表 面 ４ ４ て い る 。 カ ー ブ し た 上 方 の 表 面 ４ ４
は 、 溝 の 円 弧 ２ ４ に 移 行 す る 丸 く な っ た 表 面 を 提 供 し て い る 腰 部 ２ ６ で 終 わ り と な る 。 望
ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 腰 部 ２ ６ は 、 近 接 す る カ ッ テ イ ン グ エ ッ ジ ３ ２ 、 ３ ２ ’ の

接 線 か ら お お よ そ 0.5mmの 距 離 ｄ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 う 鋸 の 目 の カ ー バ イ ド 挿 入 物 を 含 む 円 形 鋸 刃 の 平 面 図 。
【 図 ２ Ａ 】 鋸 刃 の 目 の 詳 細 側 面 図 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 一 つ お き に 設 け ら れ た 鋸 刃 の 目 の 詳 細 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 う 一 つ だ け の 挿 入 物 の 前 側 詳 細 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 う 一 つ だ け の 挿 入 物 の 頂 部 平 面 図 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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削 溝 切 り

Ａ 及 び 図
２ Ｂ （ 後 方 傾 斜 角
度 ） （ 後 方 傾 斜 角 度 ）

に 連 結 し

先 端
の 、 の 間 隔 で 離



【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】
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